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塩
尻
型
地
域
新
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
・

自
動
運
転
実
証

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
民
の
移
動
手
段
と
し
て

持
続
性
の
高
い
地
域
公
共
交

通
構
築
の
た
め
に
「
交
通
手

段
を
ま
と
め
て
、
よ
り
便
利

な
移
動
手
段
を
実
現
す
る
」

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
導
入
し
、

拠
点
内
移
動
の
オ
ン
デ
マ
ン

ド
化
と
拠
点
間
移
動
を
自
動

化
さ
せ
、
双
方
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
接
続
す
る
〝
塩
尻
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
（
マ
ー
ス
）〟
と
し
て

官
民
連
携
体
制
で
運
営
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験

①　

バ
ス
型
自
動
運
転
車
両

　

自
動
運
転
技
術
の
向
上
に

資
す
る
デ
ー
タ
の
取
得
と
自

動
運
転
車
両
に
対
す
る
地
域

の
社
会
需
要
性
の
向
上
等
を

目
的
に
、
塩
尻
市
内
の
一
般

公
道
に
お
い
て
高
精
度
３
次

元
実
証
実
験
を
実
施
し
た
。

②　

タ
ク
シ
ー
（
乗
用
車
）

型
自
動
運
転
車
両

　

自
動
運
転
技
術
の
向
上
に

資
す
る
デ
ー
タ
の
取
得
等
を

目
的
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー

（
乗
用
車
）
型
の
自
動
運
転

車
両
を
用
い
た
走
行
実
証
実

験
を
実
施
し
た
。
バ
ス
型
自

動
運
転
の
実
験
と
は
異
な
る

ル
ー
ト
で
走
行
す
る
と
と
も

に
、
一
部
の
路
線
で
は
自
動

運
転
に
よ
る
実
証
実
験
も
行

っ
た
。

③　

Ａ
Ⅰ
活
用
型
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス

　

Ａ
Ⅰ
活
用
型
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
「
の
る
ー
と
塩
尻
」

は
、
利
用
者
が
乗
り
た
い
時

に
ア
プ
リ
や
電
話
で
呼
べ
る

新
し
い
「
乗
合
バ
ス
サ
ー
ビ

ス
。
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
「
の
る
ー
と
塩
尻
」
が
本

格
運
行
へ
移
行
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

（
令
和
３
年
度
有
償
実
証
運

行
の
主
な
実
績　

総
乗
客
数

８
８
８
３
人
、
ア
プ
リ
登
録

者
２
６
６
１
人
）

今
後
の
実
証
運
行
の
予
定

　

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
を
実
現
す
る
た
め
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、
「
塩

尻
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

を
令
和
３
年
７
月
に
策
定
し

た
。
市
街
地
ゾ
ー
ン
と
そ
の

周
辺
の
既
存
集
落
区
域
ま
で

の
拠
点
間
移
動
に
つ
い
て
は

鉄
道
お
よ
び
地
域
振
興
バ
ス

で
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
確
保

し
、
市
街
化
ゾ
ー
ン
内
の
移

動
は
地
域
振
興
バ
ス
ま
た
は

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
カ
バ

ー
し
、
生
活
利
便
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
を
目
指
し
て

い
る
。

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
へ
の

転
換
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
か
ら
７
年
に
か
け
て
中
心

市
街
地
循
環
線
、
塩
尻
東
線
、

み
ど
り
湖
・
東
山
線
広
丘
駅

循
環
線
、
塩
尻
北
部
線
、
片

丘
線
の
６
路
線
に
つ
い
て
段

階
的
に
実
証
運
行
を
行
い
、

地
域
振
興
バ
ス
路
線
と
の
代

替
が
可
能
か
否
か
を
検
証
し

て
い
く
。

ま
と
め

　

民
間
の
路
線
バ
ス
の
減
便
、

寄
地
区
の
住
民
の
生
活
向
上

や
移
動
手
段
の
確
保
、
観
光

な
ど
で
松
田
町
に
お
越
し
に

な
る
方
々
の
移
動
手
段
の
確

保
な
ど
、
移
動
に
対
す
る

様
々
な
ニ
ー
ズ
や
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。

�

（
記　

寺
嶋　

正
）

伊
那
小
学
校
の

 

特
徴

　

通
知
表
が
な
い
学
校
、
総

合
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る

学
校
と
し
て
知
ら
れ
る
。
３

年
間
ク
ラ
ス
替
え
は
な
く
、

原
則
、
担
任
も
同
じ
。

　

中
庭
や
校
舎
周
り
に
、
ポ

ニ
ー
、
豚
、
山
羊
、
羊
な
ど

の
動
物
た
ち
が
い
て
小
屋
も

あ
る
。
動
物
は
ク
ラ
ス
ご
と

に
飼
っ
て
い
て
、
何
を
飼
う

か
は
児
童
が
決
め
、
小
屋
も

柵
も
子
ど
も
た
ち
が
作
る
。

　

べ
っ
こ
う
飴
、
和
菓
子
、

豆
腐
、
パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
な

ど
食
べ
物
系
の
テ
ー
マ
の
ク

ラ
ス
も
あ
る
。
ま
た
ウ
ズ
ラ

や
蚕
と
い
っ
た
小
さ
な
生
き

物
を
選
ん
だ
ク
ラ
ス
は
教
室

で
飼
っ
て
い
る
。
パ
ン
が
テ

ー
マ
の
ク
ラ
ス
の
習
字
は

「
天
然
酵
母
」
と
か
「
発
酵
」

と
か
書
い
て
あ
る
。

　

支
援
級
は
畑
で
野
菜
を
育

て
て
い
る
が
、
普
通
級
の
テ

ー
マ
活
動
に
一
緒
に
入
る
子

も
多
く
、
自
然
に
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
が
成
り
立
っ
て

い
る
。

　

教
師
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

活
動
が
指
導
要
領
の
ど
れ
に

当
た
る
の
か
を
見
通
し
な
が

ら
学
習
計
画
を
作
る
。
活
動

で
は
勉
強
し
き
れ
な
い
こ
と

は
教
科
書
を
使
う
。
教
科
書

を
使
わ
な
く
て
も
、
指
導
要

領
を
満
た
せ
ば
多
様
な
学
び

は
可
能
な
の
だ
。

　

市
内
に
は
小
規
模
特
認
校

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
力
を
入
れ
る
学

校
も
あ
り
、
伊
那
市
の
移
住

施
策
は
教
育
と
連
動
し
て
い

る
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
駆
使
し
て
移
住

情
報
と
と
も
に
教
育
情
報
も

発
信
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
見
学
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

ま
と
め

　

多
様
な
教
育
の
一
例
と
し

て
、
貴
重
な
も
の
を
視
察
さ

せ
て
頂
い
た
。
特
色
あ
る
教

育
を
目
指
し
て
い
け
ば
、
選

ん
で
移
り
住
む
人
も
現
れ
る

と
希
望
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。

�

（
記　

平
野
由
里
子
）

インクルーシブとは　支援教育の理念のもと、共生社会の実現に向け、すべての子どもが、できるだけ同じ場で共に
学び共に育つことをめざす。（神奈川県ＨＰより）


